
接続と孤立から世界の今を考える
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［主催］ 横浜市、（公財）横浜市芸術文化振興財団、NHK、朝日新聞社、横浜トリエンナーレ組織委員会
［支援］ 　　文化庁（国際芸術フェスティバル支援事業）　［特別協力］ 独立行政法人国際交流基金、公益財団法人神奈川芸術文化財団　［後援］ 外務省、神奈川県、神奈川新聞社、tvk（テレビ神奈川）　

［助成］ 損保ジャパン日本興亜「SOMPO アート・ファンド」（企業メセナ協議会 2021 Arts Fund）、フランス大使館 /アンスティチュ・フランセパリ本部、公益信託タカシマヤ文化基金、ブリティッシュ・カウンシル、カルチャー・アイルランド、

駐日アイルランド大使館、ゲーテ・インスティトゥート/東京ドイツ文化センター　［協力］ コクヨカムリン

前売券販売は8月3日（木）まで! 横浜で、お得にアート巡りができるセット券もオススメ !
〔ヨコハマトリエンナーレ2017 鑑賞券〕 横浜美術館、横浜赤レンガ倉庫1号館、横浜市開港記念会館地下会場に会期中1回ずつ入場できるチケットです。
〔セット券〕 ヨコハマトリエンナーレ2017鑑賞券／BankART Life Vパスポート／黄金町バザール2017パスポートがセットになったチケットです。

●中学生以下無料  ●障がいのある方とその介護者1人は無料  ●20枚以上一括購入で割引あり（チケット販売センターのみ取扱）

一　般

前売 1,500円（当日 1,800円）

前売 2,100円（当日 2,400円）

大学・専門学校生

前売 900円（当日 1,200円）

前売 1,500円（当日 1,800円）

高校生（中学生以下無料）

前売 500円（当日 800円）

前売 1,100円（当日 1,400円）セット券

鑑賞券

ヨコハマ
トリエンナーレ2017

会期中、ヨコハマトリエンナーレ2017チケットをお
持ちの方がご利用いただける「横浜美術館／横浜
赤レンガ倉庫／BankART Studio NYK／初黄・日
ノ出町地区」を結ぶ会場間無料バスを運行します。

〔チケットについて〕

〔展覧会について〕

チケット販売センター 045-478-6090
（平日  10:00-12:00／13:00-17:00）

ハローダイヤル  03-5777-8600
（8:00-22:00）

〔公式WEBサイト〕 www.yokohamatriennale.jp

お問い
合わせ

公式アプリ
日本語版
英語版

会場間
バス案内

ヨコハマトリエンナーレ2017「島と星座とガラパゴス」
会期 ： 2017年8月4日（金）－11月5日（日）
会場  ： 横浜美術館、横浜赤レンガ倉庫1号館、横浜市開港記念会館地下ほか
休場日  ： 第2・第4木曜日　開場時間 ： 10:00 -18:00（最終入場17:30） 

※10/27-29、11/2-4の6日間は20:30まで開場（最終入場20:00）

Yokohama Triennale 2017  “Islands, Constellations & Galapagos”

Dates: August 4 - November 5, 2017  Venues: Yokohama Museum of Art, 

Yokohama Red Brick Warehouse No.1, Yokohama Port Opening Memorial Hall

（Basement） and others.  Closed: Aug.10, 24 / Sep.14, 28 / Oct.12, 26  

Open: 10:00-18:00 （Last admission at 17:30）

*Open until 20:30 on Oct. 27, 28, 29 / Nov. 2, 3, 4 （Last admission at 20:00）

［認証］［協賛］［特別協賛］

音声ガイドアプリをダウンロード
すると会場で音声ガイドが無料で
ご利用頂けます。
※8月4日（金）よりサービス開始

チケット

Advanced
ticket

on sale until
August 3.

ワエル・シャウキー｜Wael SHAWKY
十字軍芝居Ⅲ：聖地カルバラーの秘密 より, 2015

© Wael Shawky;  Courtesy Lisson Gallery

［参加アーティスト／ Participating Artists］　38組1プロジェクト　Total of 38 artists and 1 project

オラファー・エリアソン｜Olafur ELIASSON
Green light ─アーティスティック・
ワークショップ, 2016  

Co-produced by Thyssen-Bornemisza 
Art Contemporary  Photo: Sandro E.E. Zanzinger / 
TBA21, 2016 ©Olafur Eliasson

ケイティ・パターソン｜Katie PATERSON
化石のネックレス（部分）, 2013

© Katie Paterson. Coutesy James Cohan, New York.

 横浜美術館   

アイ・ウェイウェイ（艾未未）
AI Weiwei 

ジョコ・アヴィアント 
Joko AVIANTO

ブルームバーグ＆チャナリン
BROOMBERG & CHANARIN

マウリツィオ・カテラン 
Maurizio CATTELAN

イアン・チェン 
Ian CHENG

サム・デュラント 
Sam DURANT

オラファー・エリアソン 
Olafur ELIASSON

アレックス・ハートリー  
Alex HARTLEY

畠山直哉  
HATAKEYAMA Naoya

カールステン・ヘラー、
トビアス・レーベルガー、
アンリ・サラ＆リクリット・
ティラヴァーニャ 
Carsten HÖLLER, Tobias 
REHBERGER, Anri SALA & 
Rirkrit TIRAVANIJA

マーク・フスティニアーニ  
Mark JUSTINIANI

川久保ジョイ 
KAWAKUBO Yoi

風間サチコ 
KAZAMA Sachiko

木下晋  
KINOSHITA Susumu

マップオフィス 
MAP Office

プラバワティ・メッパイル  
Prabhavathi MEPPAYIL

ミスター  
Mr.

ケイティ・パターソン 
Katie PATERSON

パオラ・ピヴィ 
Paola PIVI

ロブ・プルイット 
Rob PRUITT

アン・サマット 
Anne SAMAT

瀬尾夏美  
SEO Natsumi

ワエル・シャウキー
Wael SHAWKY

シュシ・スライマン 
Shooshie SULAIMAN

ザ・プロペラ・グループ、
トゥアン・アンドリュー・グエン 
The Propeller Group, 
Tuan Andrew NGUYEN

タチアナ・トゥルヴェ 
Tatiana TROUVÉ

ザオ・ザオ（赵赵）
ZHAO Zhao　

 横浜赤レンガ倉庫
1号館　

青山悟  
AOYAMA Satoru

ドン・ユアン（董媛）
DONG Yuan

クリスチャン・ヤンコフスキー  
Christian JANKOWSKI

ラグナル・キャルタンソン 
Ragnar KJARTANSSON

小西紀行  
KONISHI Toshiyuki

小沢剛  
OZAWA Tsuyoshi

キャシー・プレンダーガスト 
Kathy PRENDERGAST

照沼敦朗  
TERUNUMA Atsuro

宇治野宗輝  
UJINO

プロジェクト：
Don't Follow the Wind　

 横浜市開港記念会館　
柳幸典
YANAGI Yukinori　

 会場間無料バス、
みなとみらい駅コンコース　

ジェニー・ホルツァー
Jenny HOLZER

木下晋｜KINOSHITA Susumu
掌握 , 2011

アン・サマット｜Anne SAMAT
部族の酋長 シリーズ 5, 2016

Courtesy: Richard Koh Fine Art and the Artist

クリスチャン・ヤンコフスキー｜Christian JANKOWSKI
重量級の歴史, 2013

Courtesy: the artist, Lisson Gallery
Photo: Szymon Rogynski

トゥアン・アンドリュー・グエン｜Tuan Andrew NGUYEN　
The Island, 2017

※［参加アーティスト］には、
個人・団体名等を含みます。
“Participating artists” include 

names of individuals and groups.

イアン・チェン｜ Ian CHENG　
使者は完全なる領域にて分岐する, 2015-2016　
Courtesy the artist, Pilar Corrias, Standard（Oslo）

マップオフィス｜MAP Office
色覚障がいのための島, 2014

参加アーティスト
Participating Artists

世界各地から約40組の
アーティストによる様々な
アートが横浜に集結。

写真は参考図版を含みます

ラグナル・キャルタンソン｜Ragnar KJARTANSSON
ザ・ビジターズ, 2012

Courtesy of the artist, Luhring Augustine, New York and i8 Gallery, Reykjavik 
Photo: Elisabet Davids

ブルームバーグ＆チャナリン｜BROOMBERG & CHANARIN
フロイトの長椅子の残存繊維を石英楔型検板を用いて観察した際の干渉縞, 2015

©Broomberg and Chanarin Photo: Jack Hems. Courtesy Lisson Gallery.

畠山直哉｜HATAKEYAMA Naoya
Terril #02607, 2009 

Loos-en-Gohelle ©HATAKEYAMA Naoya

瀬尾夏美｜SEO Natsumi
二重のまち より, 2015

ジョコ・アヴィアント｜Joko AVIANTO
大きな木 ,々 2015

マウリツィオ・カテラン｜Maurizio CATTELAN　
無題, 2000

Photo: Zeno Zotti  Courtesy: Maurizio Cattelan's  Archive and Perrotin gallery

横浜美術館

横浜市開港記念会館地下
ほか

横浜赤レンガ倉庫1号館

Yokohama Museum of Art

Yokohama Port
Opening Memorial Hall

Yokohama Red Brick Warehouse No.1
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私たちは、
適正なサイズの社会に

軸足を移す、
「地方（じがた）」として
自立する必要があります

鷲田清一
（哲学者、京都市立芸術大学学長
せんだいメディアテーク館長）

ヨコハマサイトは、展示会場を飛び出し、横浜の歴史とまちに出会う試みです。
「接続」や「孤立」、「共生」、「多様性」などのテーマを共有する場所、
施設や建造物を巡り、横浜の歴史を背景に世界のいまを考えます。
アーティストの田村友一郎は、この中から数か所の場

サイト
所を結びつけて、

星座「γ
ガンマ
座」と名付けた新たな物語を紡ぎます。

上映予定作品   

「極北のナヌーク」（1922年、ロバート・フラハティ監督）※1、
「オラファー・エリアソン 視覚と知覚」（2009年、ヘンリク・ルンデ＆ヤコブ・イェルゲンセン監督）
今夏より全国劇場公開作品  （提供：フィッカ）※2 、ほか

上映日時  ：  9月16日（土）、9月17日（日）、10月7日（土）、10月8日（日）  各日13:30／15:30　
会場  ： 横浜美術館レクチャーホール　料金  ： 無料（ヨコハマトリエンナーレ2017鑑賞券半券提示）
詳細は公式WEBサイトをご覧ください。

ヨコハマトリエンナーレ2017のテーマに関係する映像作品や、
出品作家を取り上げたドキュメンタリーなどを上映します。

ヨコハマ
プログラム

ヨコハマ
スクリーニング

ヨコハマ
プログラム

ヨコハマトリエンナーレ2017と一緒に楽しめるアートプログラム  

ヨコハマ・パラトリエンナーレ 2017

時間・休場日  ：  ヨコハマ・パラトリエンナーレ2017WEB
サイトをご覧ください。

料金  ： 無料（一部有料プログラムあり）
主催  ：  横浜ランデヴープロジェクト実行委員会、 

特定非営利活動法人スローレーベル
お問い合わせ ： 045-661-0602（象の鼻テラス）
www.paratriennale.net

障がいのあるなしに関わらず多様な市民やアーティストらが対等
な立場で芸術活動に取り組むことで、あらゆる立場の人が関わ
りを持つ寛容性のある共生社会の実現を目指すアートプロジェ
クトです。創作、発表、展示の3部構成によりに、プロセスを大切
にしながら、共生社会の実現に向け、プロジェクトを展開します。

会場  ・期間   
第1部（創作） ：  象の鼻テラスを中心に市内各所で実施 

5月27日（土）－9月30日（土）

第2部（発表）  ：  象の鼻パーク、象の鼻テラス 
10月7日（土）－9日（月・祝）

第3部（展示） ：  象の鼻テラス、横浜ラポール（港北区）など 
11月－12月下旬

Photo: Kyosuke Asano

BankART Life Ⅴ ー観光

期間  ： 8月4日（金）－11月5日（日）
時間  ： 10:00－19:00　休場日  ： 第2・第4木曜日
料金  ：  セット券でパスポートと引き換え　  

（BankART Life Ⅴ単独パスポート/1,000円） 
※別途有料プログラムあり

主催  ： BankART1929 
お問い合わせ ： 045-663-2812 
www.bankart1929.com

「近くにあるのに気づかない、遠くに思える存在、あるい
は遠ざけていて近づかない」そんな場所と人に、積極的
に関わっていきます。BankART Studio NYKの館全体
を活用した大型の作品群と黄金町地区へ向かう道程の都
市的な道草が今回の展覧会のテーマです。そして観光と
いう言葉のもつ「光を観る」の本意に迫ります。

会場  ： BankART Studio NYK

※BankART Life Ⅴと併せて「日産アートアワード2017」展開催。
（9月16日（土）-11月5日（日）／第2・4木曜日休、入場無料）

www.nissan-global.com/JP/CITIZENSHIP/NAA/

Thinking About the World 
Through Connectivity and Isolation

While on the one hand, the global network has expanded beyond 

the existing framework, the world has been deeply shaken by various conflicts, 

the refugee and migrant crisis, the U.K.’s decision to withdraw

 from the European Union and the rise of populism, among others.

Given the state of a world in which these contradictory values are 

intricately intertwined, Yokohama Triennale 2017 will present approximately 

40 artists/groups through the themes of connectivity and isolation. 

Together with “Yokohama Round,” a series of dialogues featuring experts from 

various fields, we aim to gain deeper understanding 

of these ideas both visually and verbally.

“Islands,” “constellations,” and “Galapagos,” are keywords 

that connote connectivity, isolation, imagination, creativity, 

individuality and diversity, among others. How can we consider 

new possibilities through the courage, imagination, and creativity of 

human beings? We hope to deliver new perspectives 

from Yokohama, the city known for opening 

its port to foreign countries 

in the late 19th century.

「接続」と「孤立」を
テーマに、世界のいまを考える

いま、世界はグローバル化が進む一方で、紛争や難民・移民の問題、
英国のEU離脱、ポピュリズムの台頭などで大きく揺れています。

ヨコハマトリエンナーレ2017では、「接続」と「孤立」をテーマに、
こうした相反する価値観が複雑に絡み合う世界の状況をふまえて、

約40 組のアーティストの様々な作品を展示します。
あわせて、幅広い分野の専門家が参加する公開対話シリーズ「ヨコハマラウンド」で

討論を重ね、視覚と対話の両面から深く掘り下げ、考えます。

タイトルの「島」「星座」「ガラパゴス」は、接続や孤立、想像力や創造力、
独自性や多様性などを表すキーワードです。

これらを手がかりに、人間の勇気と想像力や創造力が
どのような可能性を拓くことができるのか。
開港の地・横浜から新たな視点を発信します。

アートなら、世界中に
点在する「ガラパゴス」を
これまでにない方法で
繋ぎ変えることができる

スプツニ子！
（アーティスト、

マサチューセッツ工科大学メディアラボ助教）

0と1の間には
「無限」があり、

アートは、それを取り扱う
ものだと思うのです

養老孟司
（解剖学者、東京大学名誉教授）

会期  ：  前期「ひろがる源氏」　8月4日（金）－9月13日（水） 
後期「つながる古地図」　9月15日（金）－11月5日（日）

会場  ： 横浜美術館美術情報センター
主催  ： 鶴見大学、横浜美術館美術情報センター

鶴見大学との連携で、同大学図書館所蔵の古典籍や古地図を展示します。前期には、写本
によって限られた立場の人々に読み継がれた『源氏物語』が、版本というメディアを通じさま
ざまな大衆文化に広がっていく様子を、鎌倉時代以降の古典籍で紹介します。後期には、西
洋と東洋および日本の世界観が接続していく在り様を、16世紀以降の古地図で紹介します。
前期は、伝冷泉為相筆『源氏物語』「須磨」（古写本、鎌倉時代後期）、後期はイエズス会士の
地図製作者ティセラによる「日本図」などを展示予定。（入場無料）

鶴見大学×横浜美術館美術情報センター

ひろがる源氏　つながる古地図

水族館劇場『この丗のような夢・全』新宿花園神社公演（2017年）©KUMA

主なサイト

日本郵船氷川丸、日本郵船歴史博

物館、海上保安資料館横浜館、旧横

浜港駅プラットホーム跡、横浜税関

資料展示室、掃部山公園、横浜外国

人墓地、岩亀稲荷

日本郵船氷川丸（国指定重要文化財）

1930年に太平洋を横断する貨客船として
就航し1960年まで運航。戦時中は病院
船、終戦直後は復員船・引揚船として、日
本と南洋諸島や大陸を往復しました。その
航跡は、海路における「接続」と「多様性」
を象徴していると言えるでしょう。現在、横
浜の山下公園に静かに佇む氷川丸の一室
で、田村による物語を鑑賞できます。

※詳細は、ガイドブックまたは公式WEBサイトをご参照ください。有料施設はヨコハマトリエンナーレのチケット掲示で無料です。
　開館日・時間は各施設に準じます。

会場  ：  初黄・日ノ出町地区（黄金町エリア）、京急線「日ノ
出町駅」から「黄金町駅」間の高架下スタジオ 他

黄金町バザール 2017
ーDouble Façade 他者と出会うための複数の方法

期間  ：  ［vol.1］ 8月4日（金）－9月13日（水） 
 ［vol.2］ 9月15日（金）－11月5日（日） 
  ※ vol.1とvol.2で一部展示替えあり

時間  ： 11:00－18:30　休場日  ： 第2・第4木曜日
料金  ：  セット券でパスポートと引き換え 

（黄金町バザール2017のみの入場は700円 / 
パスポート制、中学生以下無料）

主催  ：  認定  NPO法人黄金町エリアマネジメントセン
ター、初黄・日ノ出町環境浄化推進協議会   

お問い合わせ ： 045-261-5467  
www.koganecho.net/koganecho-bazaar-2017/

アジアとの交流をテーマに毎年開催している黄金町バザール。
10回目となる今回はゲストキュレーターに窪田研二氏を迎え、双
方向から働きかけ合う関係、そして互いの異質性を理解しなが
ら、互いに敬意をもって共存する世界について問いかけることを
テーマに開催し、多彩な内容で展開します。

Photo: Yasuyuki Kasagiキャンディー・バード
《Office Worker》2016

Photo: KATO Ken

タチアナ・トゥルヴェ｜Tatiana TROUVÉ
Dream Time Chart, 2017

Photo: Ringo Cheung  © Tatiana Trouvé / 
ADAGP, Paris & SACK, Seoul, 2017  Courtesy Perrotin

ジェニー・ホルツアー
Jenny HOLZER
自明の理 より, 1977-79

Hamburg, Germany, 1987
©1987 Jenny Holzer, member
Artists Rights Society （ARS）, NY

ミスター｜Mr.
『まるで胸に穴が開いたような、僕の知っている街、東京の夕暮』, 2016

©2016 Mr./Kaikai Kiki Co., Ltd.  All Right Reserved.
Courtesy Perrotin 

ドミニク・チェン
（情報学研究者、早稲田大学文学学術院准教授）

川久保ジョイ（アーティスト）

長谷川眞理子
（行動生態学・自然人類学者、
総合研究大学院大学学長）

R5｜8.26 [sat]

『ガラパゴス考察』

R4 ｜8.4 [fri]・5 [sat]

『繋がる世界と
孤立する世界』
3部構成で12名の

参加アーティストを予定

畠山直哉（写真家） 

平野啓一郎（小説家）

小林憲正
（宇宙生物学者、横浜国立大学大学院教授）

R7｜10.21  [sat]

『我々はどこから来て
どこへ行くのか？』

 R8｜11.3 [fri]

『より美しい星座を
描くために：

アートの可能性とは？』
構想会議メンバー＋
ディレクターズ

R6｜9.18  [mon]

『新しい公共とアート』
北山恒（建築家、横浜国立大学名誉教授）

内藤廣（建築家、東京大学名誉教授）

西沢立衛（建築家、横浜国立大学大学院教授）

小林重敬（都市計画学者、横浜国立大学名誉教授）

※横浜国立大学大学院 Y-GSAとの共催

公演日  ：  2017年9月1日（金）－5日（火）、13日（水）－17日（日）  全10日　
時間  ： 18:30－20:30　会場  ：  寿町総合労働福祉会館再整備事業用地（横浜市中区寿町4-14-1）
資材協力 ： （株）松尾工務店

料金  ： 有料
　　　  ※本トリエンナーレチケットとは別に 

公演チケットをお買い求めください。 
※詳細は公式WEBサイト、および水
族館劇場WEBサイトをご覧ください。 
www.suizokukangekijou.com  

大がかりな仕掛け舞台と大量の水によるダイナミックな演出で知られる水族館劇場。
街なかに巨大テント劇場を立ち上げ横浜を舞台とした作品を上演します。

水族館劇場  「もうひとつの   この丗のような夢   ―寿町最終未完成版―」

ヨコハマラウンドは、様々な分野の専門家を招き、
円卓（roundtable）を囲むように何回かに

わたって（rounds）対話・議論を重ねることを指します。
全８回開催し、開幕に先立ち2017年1月より開始し、

閉幕に合わせて締めくくります。

公開対話シリーズ

「ヨコハマラウンド」

※R1～3は「0と1の間にあるアート」、「創造と汚染」、
「島とオルタナティブ：歴史・社会、医療、アート」を

テーマに開催されました。

宇治野宗輝｜UJINO   
プライウッド・シティ, 2008-2010  
Courtesy: PSM Berlin  

Photo: KATO Ken

テイセラ「日本地図」（オルテリウス『地球の舞台』より）

柳幸典｜YANAGI Yukinori
Project God-zilla - Landscape with an Eye -, 2016

Photo: Tatsuhiko NAKAGAWA 

事前申込制
　

※R4のみ
事前申込不要

ドン・ユアン（董媛）｜DONG Yuan
「おばあちゃんの家」シリーズより 祭壇, 2013  

Photo:董媛

 横浜赤レンガ倉庫1号館  

みなとみらい駅コンコース、会場間無料バス

 横浜美術館
Yokohama Museum of Art

Yokohama Red Brick Warehouse No.1

 横浜市開港記念会館
Yokohama Port Opening Memorial Hallアレックス・ハートリー｜ Alex HARTLEY

Nowhereisland（どこにもない島 /ここが国土）、メヴァギジー村へ行く, 2012  Photo: Max McClure

日程、プログラム、
ゲストは変更する場合
がありますこと
ご了承ください。

Jacob Jørgensen, JJFilm, Denmark ※2

※1

パオラ・ピヴィ
Paola PIVI
I and I （芸術のために
立ち上がらねば）, 2014

Photo: Guillaume Ziccarelli  
Courtesy of the Artist & Perrotin

アイ・ウェイウェイ（艾未未）｜AI Weiwei 
安全な通行, 2016 

© Ai Weiwei Studio

アートは、多元性や多様性を
取り入れながら私たちを
思いがけず感動させ、
また対話へと導く
スハーニャ・ラフェル

（M＋美術館 エグゼクティブ・ディレクター）

繋がることで
「Contamination
（汚染 /混

こんこう

淆）」されて、
強さを得るのです

リクリット・ティラヴァーニャ
（アーティスト、コロンビア大学芸術学部教授）

横浜の歴史と出会う

ヨコハマサイト

海は世界を繋げると
同時に遮るもの、
それが美術や文化を
発展させました

高階秀爾
（美術史家、大原美術館館長、

東京大学名誉教授）


